
 　　　　株 式 会 社 U Ａ Ｃ Ｊ 製 箔

東京都中央区日本橋兜町６番５号

第　　   　　３　　   　　期

計　　算　　書　　類

至　　平成　２８ 年　３ 月 ３１日

自　　平成　２７ 年　４ 月　１ 日



(単位:千円　単位未満切捨)

金 額 金 額

12,476,208  14,548,071  

現 金 及 び 預 金 34,663  1,207,569  

受 取 手 形 1,348,414  6,336,540  

売 掛 金 6,329,172  6,037,262  

製 品 1,561,700  122,387  

仕 掛 品 1,495,438  43,942  

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 430,006  800,368  

繰 延 税 金 資 産 245,587  

そ の 他 1,031,225  

13,457,539  5,475,648  

 有　形　固　定　資　産 11,396,890  900,000  

建 物 2,219,065  477,066  

構 築 物 98,912  2,869,382  

機 械 及 び 装 置 736,850  54,415  

車 両 及 び 運 搬 具 12,533  7,000  

工 具 器 具 及 び 備 品 227,568  1,042,530  

土 地 7,511,501  125,254  

リ ー ス 資 産 574,497  

建 設 仮 勘 定 15,960  

負 債 合 計 20,023,719  

 無　形　固　定　資　産 145,893  

ソ フ ト ウ ェ ア 130,441  3,418,154  

そ の 他 15,452  1,190,000  

1,061,212  

 投 資 そ の 他 の 資 産 1,914,755  資 本 準 備 金 11,634  

投 資 有 価 証 券 711,122  そ の 他 資 本 剰 余 金 1,049,577  

関 係 会 社 株 式 358,313  1,166,942  

繰 延 税 金 資 産 697,701  利 益 準 備 金 80,600  

そ の 他 159,417  そ の 他 利 益 剰 余 金 1,086,342  

貸 倒 引 当 金 △ 11,800  繰 越 利 益 剰 余 金 1,086,342  

2,491,873  

2,375,602  

116,271  

純 資 産 合 計 5,910,027  

25,933,747  25,933,747  

利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

土 地 再 評 価 差 額 金

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

そ の 他

資 本 金

資 本 剰 余 金

株 主 資 本

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

環 境 対 策 引 当 金

再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

長 期 借 入 金

リ ー ス 債 務

退 職 給 付 引 当 金

支 払 手 形

買 掛 金

短 期 借 入 金

リ ー ス 債 務

流 動 資 産 流 動 負 債

資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

 (純資産の部)

固 定 負 債固 定 資 産

未 払 法 人 税 等

そ の 他

貸 借 対 照 表
（平成２８年３月３１日現在）

 (資産の部)  (負債の部)

科 目 科 目
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(単位:千円　単位未満切捨)

28,821,087 

25,771,371 

売上総利益 3,049,716 

2,170,173 

営業利益 879,542 

受取利息・配当金 490,900 

受取保険金 185,389 

その他 108,544 784,834 

支払利息 38,090 

訴訟関連費用 146,663 

その他 63,572 248,326 

経常利益 1,416,050 

固定資産除却損 7,591

関係会社株式評価損 461,856 469,448 

税引前当期純利益 946,602 

法人税､住民税及び事業税 20,692 

法人税等調整額 △94,130 △ 73,437 

当期純利益 1,020,039 

売上高

営業外収益

損 益 計 算 書
（平成２７年４月  １日　至 平成２８年３月３１日）

　　

金 額科 目

特別損失

営業外費用

販売費及び一般管理費

売上原価
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(単位:千円　単位未満切捨)

資本
準備金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

平成27年4月1日残高 1,190,000  11,634  1,049,577  1,061,212  58,800  295,637  354,437  2,605,649  

事業年度中の変動額

　剰余金の配当金 21,800  △ 239,800  △ 218,000  △ 218,000  

　当期純利益(損失） 1,020,039  1,020,039  1,020,039  

　土地評価差額金の取崩 10,464  10,464  10,464  

　株主資本以外の項目の
  事業年度中の変動額 （純額）

事業年度中の変動額合計 21,800  790,704  812,504  812,504  

平成28年3月31日残高 1,190,000  11,634  1,049,577  1,061,212  80,600  1,086,342  1,166,942  3,418,154  

平成27年4月1日残高 2,306,424  198,036  2,504,460  5,110,110  

事業年度中の変動額

　剰余金の配当金 △ 218,000  

　当期純利益(損失） 1,020,039  

　土地評価差額金の取崩 △ 10,464  △ 10,464  -   

　株主資本以外の項目の
  事業年度中の変動額 （純額）

79,642  △ 81,765  △ 2,123  △ 2,123  

事業年度中の変動額合計 69,177  △ 81,765  △ 12,587  799,916  

平成28年3月31日残高 2,375,602  116,271  2,491,873  5,910,027  

資本剰余金 利益剰余金

株主資本等変動計算書
（自 平成27年 4月 1日　至 平成28年3月31日）

株主資本
合計

資本金

株主資本

評価・換算差額等

純資産
合計土地

評価差額金

その他
有価証券

評価差額金

換算評価
差額等合計
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個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式・・・・・・移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のあるもの・・・決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

　　　　原価は移動平均法により算定）

時価のないもの・・・移動平均法による原価法

②デリバティブ取引の評価基準及び評価方法

時価法

③たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品、仕掛品、原材料・・・・総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

　切下げの方法）

貯蔵品・・・・・・・・・・・最終仕入原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

②無形固定資産（リース資産を除く） 　　　

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によっております。

③リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は当該残価保証額）とする定額法

によっております。

（３）引当金の計上基準

①貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

③役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末現在の要支給額を計上しております。

④環境対策引当金

アスベスト除去及びＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物処理等の環境対策費用の支出に備えるため、今後発生

すると見込まれる金額を計上しております。

（４）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

①ヘッジ会計の処理

ヘッジ会計の方法

　　 為替予約取引については、原則的処理を採用しております。

ヘッジの手段と対象

ヘッジ手段・・・為替予約

ヘッジ対象・・・外貨建債権

ヘッジ方針

為替予約取引は実需の範囲内で行っており、投機的取引は行っておりません。

ヘッジの有効性評価の方法

為替予約取引は原則的処理を採用しているため、有効性の判定を省略しております。

②消費税等の会計処理
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税抜方式によっております。

③連結納税制度の採用

当事業年度から連結納税制度を適用しております。

２．貸借対照表に関する注記

（１）有形固定資産の減価償却累計額 千円

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。

（２）関係会社に対する金銭債権・債務

短期金銭債権 千円

短期金銭債務 千円

長期金銭債務 千円

（３）土地の再評価

　「土地の再評価に関する法律」（平成10年3月31日公布法律第34号）に基づき、事業用土地の再評価を行い、土

地再評価差額金を純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年3月31日公布政令第119号）第2条第3号に定める固定資産税

評価額及び第2条第4号に定める地価税法に基づいて合理的な調整を行って算定する方法によっております。

・再評価を行った年月日

・再評価を行った土地の当事業年度末における時価と 千円

　再評価後の帳簿価額との差額

（４）手形債権流動化に伴う買戻義務限度額 千円

３．損益計算書に関する注記

（１）関係会社との取引高

売上高 千円

仕入高 千円

営業取引以外の取引高 千円

（２）減損損失関係会社株式評価損

関係会社株式評価損は、ＵＡＣＪＦoil Malaysia Sdn.Bhd株式に係るものであります。

４．株主資本等変動計算書に関する注記

（１）当事業年度末日における発行済株式の数

株式 86株

（２）当事業年度末日における自己株式の種類及び数

該当事項はありません。

（３）当事業年度中に行った剰余金の配当

①中間配当金の支払いに関する事項

平成27年11月30日開催の定時取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額　　

・１株当たりの配当金額

・基準日

・効力発生日

②基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

平成28年6月27日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に決議による配当に関する事項について

次のとおり提案を予定しております。

・配当金の総額　　

・１株当たりの配当金額

・基準日

・効力発生日

3,088,036

18,149,460

平成27年12月25日

2,534,883円72銭

平成27年9月30日

92,455千円

1,075,058円14銭

平成28年3月31日

平成28年6月28日

24,134,709

1,797,249

12,170,739

1,148,007

912,229

平成13年11月30日

244,379

218,000千円

87,060
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５．税効果に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

繰延税金資産

退職給付引当金

繰越欠損金

株式評価損

固定資産減損損失

役員退職慰労金引当金

その他

繰延税金資産小計

評価性引当金

繰延税金資産合計

繰延税金負債

土地再評価差額金

有価証券評価差額金

その他

繰延税金負債合計

繰延税金資産、負債の純額

６．金融商品に関する注記

（１）金融商品の状況に関する事項

　当社は、親会社である株式会社ＵＡＣＪの運営するＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）に参加しております。必

要資金は親会社より調達し、また余剰資金は親会社に対して預入を行っております。

　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。

また、投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。

（２）金融商品の時価等に関する事項

　平成28年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）

①現金及び預金

②受取手形及び売掛金

③投資有価証券

その他有価証券

④支払手形及び買掛金

⑤短期借入金

⑥長期借入金

（*）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

①現金及び預金、並びに②受取手形及び売掛金

　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

③投資有価証券

　　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

④支払手形及び買掛金、並びに⑤短期借入金

　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

⑥長期借入金

　　変動金利によるものであり短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

　　該帳簿価額によっております。

（注2）非上場株式（貸借対照表計上額133,500千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もる

16,596千円

95,545千円

1,708,606千円

995,530千円

-713,076千円

-99,240千円

(900,000)

577,623

(7,544,109)

(6,037,262)

貸借対照表計上額（*）

-51,013千円

-1,226千円

-1,094,770千円

差額

34,663

－

－

(900,000)

7,677,586

34,663

-1,042,530千円

876,028千円

180,391千円

(7,544,109)

7,677,586

(6,037,262)

577,623

時価（*）

459,021千円

81,022千円

－

－

－

－
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ことなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「③投資有価証券　その他有価証券」

には含めておりません。

また、関係会社株式については市場価格がなく、かつ、将来キャッシュフローを見積もることなどができず、時

価を把握することが極めて困難と認められるため、上表には含めておりません。

７．関連当事者との取引に関する注記

（１）親会社及び法人主要株主等

作業屑の売却
（注1.2） 未収入金

資金の返済(注3) 短期借入金

資金の借入(注3) 長期借入金

利息の支払(注3) -

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注1)作業屑の売却及び原材料の仕入について、価格その他の取引条件は、市況を勘案し、当社と関連を有しない

他の当事者と同様の条件によっております。

(注2)営業取引について取引金額には消費税等は含まず、期末残高には消費税等を含んで表示しております。

(注3)資金の借入利息については、金利は市場金利を勘案し合理的に決定しております。

また、資金の返済・借入の取引金額は、当期末残高の前期末増減額（純額）をもって取引額としております。

（２）子会社及び関連会社等

受取手形

売掛金

支払手形

買掛金

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注1)製品の販売及び製品の仕入について、価格その他の引取条件は、市況を勘案し、当社と関連を有しない他の
当事者と同様の条件によっております。

(注2)営業取引について取引金額には消費税等は含まず、期末残高には消費税等を含んで表示しております。

８．１株当たり情報に関する注記
（１）株式１株当たり純資産額　　　 68,721,250円64銭
（２）株式１株当たり当期純利益　  11,860,930円13銭

3,012,862

6,037,263650,972

38,067

680,995

買掛金 4,643,71611,891,761

1,933,236

製品の販売
(注1.2)

取引の内容

作業屑の売却
原材料の仕入
資金の借入
役員の兼任

454,853

284,542

製品の仕入
(注1.2) 2,351,271

取引金額
(千円）

- 900,000

子会社
株式会社

ＵＡＣＪ製箔産業
製品の仕入
役員の兼任

(所有)直接

70%

属性

親会社

子会社
243,277

-

科目
期末残高
（千円）

関連当事者との関係

原材料の
仕入

(注1.2)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額
(千円）

属性
議決権の所有

(被所有)割合(％)
会社等の

名称

会社等の
名称

議決権の所有
(被所有)割合(％)

株式会社ＵＡＣＪ
(被所有)直接

100.0%

株式会社日金
製品の販売
役員の兼任

(所有)直接

100%

487,265

科目
期末残高
（千円）
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